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AKI INOMATA
『犬の毛を私がまとい、私の髪を犬がまとう』（2014年）
“I Wear the Dog's Hair, and the Dog Wears My Hair”

作者のことば
猫や犬を愛する者は、例外なく馬鹿者だ。
―ジル・ドゥルーズ＋フェリックス・ガタリ『千のプラトー』

私が自分の犬に接触するとき、私は、誰と、そして何と接触するのだろうか。「～と一緒になる」ということは、「現実世界的にな
る」実践と、どのような関係にあるのだろうか。種と種が出会うとき、いかに歴史を継承するかという問いは、差し迫った問いで
あり、いかに一緒になるかという問いは、利害の絡んだ問いだ。
―ダナ・ハラウェイ『犬と人が出会うとき 異種恊働のポリティクス』

犬（名前をチェロという）の毛と、私（INOMATA）の髪を数年にわたって集め、その毛／髪で、互いの衣服／毛皮をつくり、
交換するように身にまとう。ペットと人との関係についてあらためて問い、具象化する作品である。
　現代においてペットと人とのつながりは、近代の世界観と自然の理のズレを顕現するように歪んだ様相をあらわにしている。
ドッグショーでは見た目の美しさによって犬を評価する犬種標準が定められ、近親交配によって造りあげられた純血種の犬達は深
刻な遺伝病に冒されている。都市の環境に不似合いで奇異な動物を飼育することや、手に余って放棄することが横行し、大量の駆
除や殺処分が行なわれている。かつてとは異なる種が生息繁殖し（たとえばアライグマやミドリガメ）、都市に新たな生態系を生
みだしつつある。これらはみな、侮るべからざる自然や生物の生態を、人間が近代の概念や美意識によって都合よくねじ曲げてき
た負の所産であると言えるだろう。現代の人間は、新たな自然への認識をもって、ペットと人との関係を捉えなおさなければなら
ない。
https://vimeo.com/102524253

　編集後記 

■気温の寒暖の差が激しくなっておりますが，いか
がお過ごしでしょうか。大会間際になりましたが，
21巻２号をお届けいたします。「生命における時間
を再定義する」と題されたこの東京大会，多くの本
質的な議論が展開されることでしょう。とても楽し
みです。

■今号は、総説として「時間治療の現状」と題し
て，時間治療の現状の紹介と課題に関して，安藤先
生，藤村先生に大変コンパクトにわかりやすくご解
説頂きました。医学系の研究をされておられる先生
はもちろん，基礎研究に携わっておられる先生方，
さらには一般の方々にも広く読んでいただきたい内
容です。安藤先生，藤村先生，どうもありがとうご
ざいました。

■今号の表紙は，2014年２号のヤドカリの作品に引
き続き，アーティストのAKI INOMATAさんに斬
新な作品をご提供頂きました。飼い犬の毛で作った
衣服を作家がまとい，作家の髪でできた衣服を飼い
犬がまとう，というプロジェクト。生物と人間との
関わりについてのこの作家ならでの表現，さまざま
な思考にいざなってくれます。詳細は，表紙裏のリ
ンクを是非ご覧ください。このプロジェクトは，一
見動物との身体的な交換を演じているようですが，
実際には作家自身がイヌの毛のアレルギーになって
しまうという逆説的なエピソードもあったそうで
す。
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